
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和６年度第１回滋賀県がん診療連携協議会 緩和ケア推進部会 

開 催 日 時 令和６年７月11日（木）17時30分～19時00分 

開 催 場 所 滋賀県立総合病院 新館１階 研修室 

出 席 者 （※敬称略） 

滋賀県立総合病院         花木 宏治 

滋賀医科大学医学部附属病院    醍醐 弥太郎 

滋賀医科大学医学部附属病院    西川 誠人 

大津赤十字病院          仲川 直行 

滋賀県立総合病院         辻森 弘容 

滋賀県立総合病院         冨永 千鶴 

公立甲賀病院           岡垣 哲弥 

公立甲賀病院           中田 雅子 

彦根市立病院           秋宗 美紀 

市立長浜病院           宮崎 恵子 

高島市民病院           天野 明美 

市立大津市民病院         津田 真 

市立大津市民病院         杉江 礼子 

淡海医療センター         堀 泰祐 

済生会滋賀県病院         権 哲 

長浜赤十字病院          丹後 泰久 

ヴォーリズ記念病院        奥野 貴史 

ヴォーリズ記念病院        谷川 弘子 

近江八幡市立総合医療センター   赤松 尚明 

滋賀県看護協会          今江 照美 

滋賀県歯科医師会         小林 加枝 

滋賀県歯科衛生士会        溝井 敬子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   八木 政廣 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   奥井 さよ子 

滋賀県健康しが推進課       田村 奈那子 

滋賀県立総合病院         田井 佑樹 

 

【事務局】 

滋賀県立総合病院         北澤 寿基 

欠 席 者 

（※敬称略） 

（※敬称略） 

彦根市立病院           黒丸 尊治 

大津赤十字病院          石戸谷 哲 

大津赤十字病院          山本 茂子 

市立長浜病院           田久保 康隆 

高島市民病院           髙橋 有和 

東近江総合医療センター      坂野 祐司 

岩本整形外科           岩本 貴志 

滋賀県医師会           堀出 直樹 

滋賀県薬剤師会          金澤 重幸 

議 事 概 要 【審議・報告事項】  

１．新部会員の紹介 

 

 



 

２．緩和ケア推進部会のスケジュール等について 

 アクションプランシートを用いて緩和ケア推進部会のスケジュールを説明。併せて、

アクションプランの初年度として、「緩和ケア地域連携クリニカルパスの活用・拡大」と

「難治性がん疼痛に対する地域連携の整備」を追加。地域によってやっていることが違

っているが、シンプルに統一できるように形を作っているところ。 

 

 

３．滋賀県緩和ケア研修会の実施状況について 

＜第１回：公立甲賀病院＞ 

６月９日（日）開催。参加者11名（医師・歯科医師７名、医師以外４名）。アンケート

回答率は100%。医師・歯科医師はほとんどが研修医。アンケートの中で、『ベテラン・中

堅の方も参加してもらえたら』という意見があったが、一度研修を受講した方から再度

受講をしてもらうというのは、なかなかない状況。 

 

＜第２回：大津赤十字病院＞ 

 ６月29日（土）開催。参加者31名（医師23名、看護師４名、薬剤師４名）アンケート

回答率は100%。グループワークでは職種が偏らないようにグループ分けを行ったこと

で、研修生同士が様々な意見に触れることができた。 

 

 

４．看護師対象研修会（ELNEC-J研修会）について 

 今年度は11月30日および12月7日の土曜日の終日2日間で開催。開催場所はそれぞれの

圏域ごと（湖南・大津・東近江の圏域で一つの開催会場）。Zoomでつなぎ、講義をライブ

視聴、グループディスカッションやロールプレイを会場ごとに行ってZoomで共有。 

また、今年度から、Googleフォームによる申込。受講者の募集の際、滋賀県訪問看護ス

テーション連絡協議会を通じて訪問看護ステーションにも要綱等の周知及び受講者の

募集をかけていく予定。 

 

●滋賀県がん診療連携協議会のホームページにも掲載する予定は。広く周知することに

つながると思う。 

 →今のところ予定はしていないが、検討したいと思う。 

 

 

５．世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座について  

 毎年10月の第2土曜日を世界ホスピス緩和ケアデーとして、その前後にホスピス緩和

ケア関連施設や団体が、様々なイベントを開催しており、その一環で実施する県民公開

講座を今年も予定している。10月５日（土）に大津市のコラボしが２１にて、大津市に

在宅緩和ケアクリニック ピースホームケアクリニックを開業している平本秀二先生

に講演してもらう。 

 周知方法を検討しており、滋賀県南部の自治体である大津市や草津市の広報を通じて

周知する予定。現在、栗東市の広報にも掲載できないか検討している。 

 

●一般の方だけでなく、医療関係者にも参加してもらってもよいのでは。自分自身が勤

務する病院内のスタッフにもっと周知ができればよかったと反省。それぞれの病院に

おいても、それぞれの病院内部で積極的に声をかけていただきたい。 

 

 

６．滋賀県緩和ケアチーム研修会について 

 10月に実施できるよう調整中。拠点病院にチーム研修会の案内および日程調整を行っ

ている段階。 

今年度の研修は前年度に拠点病院が集まって実施したチーム研修会のフォローアッ



 

プ研修会。以前から話題になっているが、拠点病院以外のチーム研修についても考えて

いく事が必要であるが、引続き検討していく必要がある。 

 

 

７．地域連携パスについて  

 患者・家族の状況・思いを病院と在宅医療でも見える形で共有できるツールとして現

在県内では、守山医師会の「在宅療養手帳」と、栗東医師会の「私の在宅療養手帳」し

かない。これまでの緩和ケアパスは単独で大きなボリュームが現場の負担となり、普及

しなかった。現行の2つの在宅療養手帳にアドオンする形で、ライトな緩和ケアパスを、

ワーキンググループを通じて新たに作成した。滋賀県がん診療連携協議会のホームペー

ジに掲載しており、今後は守山医師会や栗東医師会から実使用のフィードバックをもら

いながら、かつ情報を共有している「滋賀の療養情報」と情報の違いが無いよう毎年見

直していく。 

 

●このパスには緩和ケアについての基本的な情報を共有してもらえるので良いと思う

が、退院前のカンファレンスがしっかりとできていれば、このパスはなくてもいいの

ではないかと思う。緩和ケアの入り口をしっかりとしておく方向性は良いと思う。人

と人との見える関係づくり、ソフト面のほうが大事だとは思う。 

 →退院前カンファレンスは重要だが、退院後も患者の状況・思いは変化する。パスの

中に自由記載欄を設け、患者さんの思いを書いていただけるよう工夫している。今

後もブラッシュアップしていきたい。 

 

 

８．情報共有について 

 ①緩和ケアユニットの現状の共有 ②研修会の実施状況 随時把握できるようお互

いの情報共有を目的にネットでアクセスが可能なデータを作っている。 

②の研修会については、がん診療連携協議会のホームページでも公開している内容。

職種の内訳や開業医がどれだけ参加していたか記載できるようにしている。 

①はオープンな内容ではなく、緩和ケア病棟の管理者同士で、それぞれの病院が何を

やっているのかを見える化しており、コロナをきっかけに作ったもの。 

 

●①について、どこの施設がどういう状況かを見える化するのは、だれでも見えるよう

にするものなのか、それとも、限定的に見えるようにするものなのか。 

 →公開範囲は、基本的には当資料に記載の「代表」と「師長」に限る。当部会では紹

介程度の資料としている。 

 

●①について、他の病院ではどういう状況かというのを見られるとありがたいと思う病

院もあれば、病院ごとにどういう状況かということを知りたい患者さんがいるので

はないかと思う。当資料の全てを公開したほうがいいというわけではないが、一部

でも見られるようにしてもよいのではないかと思う。 

  →運営者用の資料として詳しく作っており、個人的な情報や不要な情報も含んでい

るため、患者さん用の資料としてこのような情報を提供する必要は、今のところ

ないと思っている。 

 

●①について、緩和ケア病棟へ紹介する他の病院の方が見られる情報でもないというこ

とか。 

 →そのとおり。 

 

●当院は、一般病棟とホスピスケア病棟は分けて運営している。ホームページ上では「面

会制限あり」となっていても、ホスピスケア病棟ではそうではないこともある。ホー

ムページから必要な情報を探し出せる人だけではなく、そうではない人もいる印象が



 

あるため、①のような情報はある程度公表してもいいのではないかと思う。 

 

●①はそれぞれの病院で緩和ケアをよりよくしていくために活用するためのツールと

考えている。面会制限などの情報は、それぞれの病院が様々なことを経て現在に至る

ものだと思うので、情報だけ独り歩きしてしまうと不都合が生じてしまうことがある

と思う。面会制限だけでなく、医師の数など、この情報を受け取る人と発信する人で

扱う気持ちが異なると思う。 

 

 

９．滋賀県がん患者団体連絡協議会からの連絡事項 

 がん患者サロンは、全てコロナ前同様に再開することができた。サロンに来られる方

の話を聞くと、まだまだ緩和ケアの理解が進んでいない印象があるので、医療従事者の

方からも引続き普及に努めていただけるとありがたい。 

 昨年度、患者会発足15周年記念の講演会を行ったが、好評だった。今年も、がん患者

と家族のための講演会と交流会を、9/23（月）13時からピアザ淡海で開催予定。 

また、ぴあサポーター養成講座を10/3（木）から開催する予定。ぴあサポーターがま

だまだ少ないため、推薦もあればぜひお願いしたい。 

 「がんと診断されたときからの緩和ケア」というのは、第３期のがん対策推進基本計

画のときから言葉は出てきていた。第４期からは、それが項目として出てきている。が

ん患者からの想いとして、がん患者自身は診断されても何も分からない状態なため、が

ん患者に緩和ケアが必要かどうかを、医師や看護師に限らず医療従事者側から見定めて

ほしい。緩和ケアに対する研修を多くやっていることはお聞きしたが、それががん患者

にどうつながっているか、いわゆるアウトカム（結果）としてどう反映されているかも

意識していただきたい。 

 

 

10.その他情報提供 

●日本緩和医療学会の関西支部の学術大会が滋賀県で開催されることになった。日にち

 は９月28日（土）、会場はピアザ淡海で実施。 

 

●在宅医療セミナー「在宅医療ことはじめ in しが 2024」を開催予定。11月23日（土）

 に県庁で実施予定。対象は医師で、在宅医療に携わってもらうことを目的に開催。病

 院の先生方にも参加いただける。医師会から正式に案内予定。 

 

●地域緩和ケア連携調整員フォーラムを７月21日（土）に予定している。これは厚生労

働省から案内があったもの。 

 

 

以上 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                        令和 ６年 ７月１１日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   緩和ケア推進部会 部会長 花木 宏治 


